
開 催 日 時

自治協議会名

司会者 　岩田佐俊　 報告者 　嶋岡壯吉

参 加 人 数 14

　伊賀市議会議長　様

　・赤字だからやめるという考えではなく、待遇改善を行い医師を充実させるべきでは。

○議案説明についての質問

　　レビの引き込みを市で行ってもらうことはでいないか。

○防災について

　・各集議所を災害時の一時立寄所（住民参集拠点）にする場合、情報収集のためのケーブルテ

名

　・市民病院の小児科が廃止になった経緯について

○鳥獣害対策について

　　おり、埋め立てるにも環境にも悪い。市単独で考えられる良い方策はないのか。

　・国県の補助金が今年度限りと聞いている。個体数を減らせと言われるが、処理数が限られて

　・地下防火水槽の設置場所はどこか

　・空き家対策予算の３００万円の使い道は

　・新消防庁舎の完成時期と概要について

○福祉・医療について

　・いつになったら市民病院は赤字から脱却して、市民から見て安心で頼れる病院になるのか。

出 席 議 員
記録者 　上田宗久

【主な意見・提言等】

報　　告　　書
　平成２７年７月２３日（木）　１９時００分 ～２１時００分

　岩田佐俊、嶋岡壯吉、福岡正康、上田宗久

開 催 場 所 　友生地区市民センター　友生地区住民自治協議会

　　　　　平成２７年度議会報告会３班

　・岡本市長も友生地区の住民なので、行事にも参加し地域の実情をつぶさに見てほしい。

班長　　岩田　佐俊　　

　　　　議会報告会実施要綱第１０条第１項の規定により提出します。

○若者の地域での定住化のために

平成２７年 ７月２４日

　・地域営農については、それぞれの地域ごとに条件が違う。集落営農で法人化できるところ、

　　草刈面積が多いところ、鳥獣害が多いところなど条件が違いすぎる。それぞれに見合った対

　　策を立てて欲しい。


